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　動脈硬化に起因する生活習慣病の発症に関連
する食事因子の一つとして、ミネラルの摂取バ
ラソスの影響が予測されている1）一一4）。とくに、カ
ルシウム（Ca）とマグネシウム（Mg）の摂取比
率（Ca／Mg比）に関して、　Ca摂i取量に対する
Mgの相対的摂取不足が、心疾患をはじめとす
る種々の疾患の誘因として重要視されてい
る5ト7）。我が国では従来Caの撰取増が推奨iさ
れ、Mg摂取に関してはCaのそれほど重要視
されて来なかった。しかしながら、近年、ライ
フスタイルの変化と相侯って、ストレスの増加
によるMgの尿中排泄増加、精製加工食品摂取
の増加および純度の高い食塩（NaCl）の使用等
が要因となり、慢性的なMg不足をきたしやす
い状況にあるといわれているs）9）。第五次改定日
本人の栄養所要量1°｝おいて、初めて成長期の
Mg目標摂取量が提示され、1また、平成7年3月
改定の文部省の学校給食実施基準（別添1）111に
も、Mg目標値がCaの半量になるように設定
され、Caとの摂取比の重要性も付記されてい
る。しかしながら、成長期における該摂取の実
態にっいて系統的に把握された報告は、木村
ら12｝による研究および1～6歳児に関しての研
究13）－i5｝の他はあまり多くないようである。これ
らの背景に鑑みs幼児期から青年期までのCa、
Mg摂取状況とCa／Mg比の動向を観察して、
成長期の栄養教育に資すべく、本研究を行った。
調査対象および方法
　調査対象は、表1に示すように新潟市在住の
幼児41名、小学生50名、中学生31名、高校生
34名および大学生53名、合計209名であり、小
学生のみが学校給食を受けていた。なお、調査
対象のBMIは正常値内にあった。
　調査時期・期間は、1990・一工992年の主として
10月の、平日の連続した3日問である。
　食物摂取状況調査は、幼児から高校生までと
大学生の自宅通学者については、保護者より調
査趣旨を理解してもらい、主として母親の協力
を得て秤・計量器具を用いた食物摂取量の秤量
記録を依頼して行った。大学生の下宿・自炊生
活者では自ら秤量記録を実施した。いずれも調
査票回収時に面接聞き取り法により記録内容の
確認をした。栄養価算定は調理前の食品摂取量
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で、四訂Ei本食品標準成分表川を用いて行った。
　なおs調査終了後、dii：）・調査対象に対して、個
人別の調査結果をファイル形式の食事記録に作
成し、懇切な説明のもとに還付した。
　統計上の有意差の検定は、Student’S　t・検定に
より行った。
結 果
　1，調査対象の食品群別・、栄養素等摂取状況
　　について
　調査対象の1日当たり食品群別・栄養素等摂
取飛を表2に示した。
　食耀洋別摂取状況では、穀類（総量）摂取量
のみが幼児から大学生まで一貫して漸増してお
り、次いでほぼ漸増傾向を示す食品群は米類、
肉類および調味料であった。幼児から漸増して
中学生で最大摂取猛を示す食品群（菓子類、緑
黄色野菜、果実類、魚介類、卵類および乳類の
6項目）が最も多く、次いで小学生で最大摂取
量を示す食品群（いも類、豆類、その他の野菜
およびきのこ類の4項目）が多かった。
　これらの摂〕取食品構成から第出される栄養素
等摂取量を栄養所要量に対比すると、エネル
ギー摂取量は中学・高校・大学生の女子のみが
充足率94．4　一一　96．7％でやや低いが、他は充足さ
れ、たんぱく質・脂質摂取量はいずれの調査対
象においても充足されていた。三大栄養素の摂
取エネルギー一構成比はほぼ適正」或にあり、穀類
エネルギー比は幼児が最低値（32．7％）であっ
たが、年齢増加に伴い漸増して大学生では適正
域にあったe動物性たんばく質比は幼児s小・
中学生では適正値（50％）を超え、高校・大学
生では適正域にあった。総じて本調査対象は、
概ね各年齢層における平均的な食物・栄養素等
摂取状況を示す小集団であるといえよう。
　2．Ca、　Mg摂取状況とCa／Mg比
　調査対象のCa、　Mg摂取状況とCa／Mg比を
表3に示した。Ca摂取量は所要量に対比すると
幼児、小・中学生では充足、高校・大学生では
不足傾向を示した。Mg摂取量は目標摂取量に
達せず、その充足率はCa／Mg比とともにいず
れも年齢増加に伴い概ね漸減した。なお、調査
対象のCa／Mg比の範囲の分布状況は表4に示
すように、年齢別に特徴が見られた。
　3．Ca、　Mgの給源と食品群別摂取割合
　Ca、　Mgの給源と食品群別摂取割合を表5に
総括した。Ca給源の植物性対動物性食品の割合
は、幼児、小・中学生ではおよそ3－－4：6～7、
高校・大学生では3：2であり、両者は対照的
であったが、いずれも乳類からの摂取割合が最
も多かった。他方、Mg給源の同割合は全調査対
象が7・－8：2～3の範囲にあり、いずれも穀
類からの摂取割合が最も多かった。
4．Ca／Mg比と食品群別摂取量との相関性
　Ca／Mg比と食品群別摂取量との相関性につ
いて有意差の認められた項目にっいて表6に示
した。幼児から大学生まで共通にLL定の傾向が
みられたのは米類と乳類の2食品群であった。
Ca／Mg比と米類摂取量とは負、の、乳類摂取量
とは正の相関性が窺われた。
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幼児期から青年期までの調査対象、すなわち
表1　調査対象のプロフィール
調査
ﾎ象
調査
N度
調i査対象数
@（人）
平均年齢
@（歳）
　BMI
ik9／mり
備　　　考
幼　児 1990年41（男子21、女子2の5．4±0．615．7±1．8本学付属幼稚囲園児
小学生 1992年50（男子28、女子22）11．0±O．217．6±2，3公立0小学校5年生　・
中学生 1992年31（男子12、女子19）13．7±O．619．3±22公立0中学校2年生
高校生 1992年・34（男子7、女子27）17．1±O．320．7±2．2公立N高等学校2年生
大学生 1991年53（男子16、女子37）19．7±O，821．1±2．ON大学教育学部2年生
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表2　調査対象の食品群別・栄養素等摂取状況
調査対象数（男子：女子）
年　齢（歳）
調査年（月）
食品群別摂取量（g／日）
穀類（総量）
　　　米類
　　　小麦類
いも類
砂糖類
栗子類
油脂類
種実類
豆類
緑黄色野菜
その他の野菜
果実類
きのこ類
藻類
魚介類
肉類
卵類
乳類
調味料
嗜好飲料
41（21　’20）　　　50（28：22）
5．4±0．6　　　11．0±O、2
1990（10）　　　　　1992（10）
138．1ヨ：37．7　　233．5±61．2
82．9±38，4　　142．3±55．5
55．2±28．3　　　91，2±38．4
41．7±30．9　　　97．2±46．3
　5．3ゴ：4．0　　　12．1±8．7
43．7±24．0　　　53．3±40，5
12．8±5‘7　　　　：L8，1±7．5
　1．9±4．2　　　　4．7±4．4
25．O±14．1　　60．4±27．9
48．2：ヒ40．6　・　80，9±39．2
67．9±45噌9　　165．2」：58．9
31（12　　19）
13．7：量：Oの6
1992（10）
243 8±73．6
191 O±67．1
52．8±40．6
75．0±41．7
　8．7±6．8
57．O±：40．9
19．3±10．8
　 ．5±8．7
48、6±22．7
87．2±53．6
153．7±64．2
34（7：27）　　　53（16：37）
17．1±0。3　　　ユ9．7±0．8
1992（10）　　　　　199ユ（5）
2 0．4±65．1　　276．8±85．0
168．8±71．2　　200．1±60．0
91．6±64．2　　76．7：ヒ23噌8
53．7±37．8　　　35．7±39．8
11．0±12．4　　　5．2±7．0
41．9±39．2　　　24．1±34．6
16．5±7．6　　　24．6±17．4
　1．6±2．3　　　　1．2±4、2
57．5±40．6　　　47．8±51．9
75．5：圭：52．1　　　86．2±77．7
工52．3±96．2　　138．4：ヒ88．4
151．7±114．0　147．5±90．1　　179．O±113．7　121．3±90、5
3．6±4．3
2．5±2．8
35．8±25．2
44．1±19．2
38．9±19．O
14．7±20．5
6、6±7．4
84．4±36．8
80．8±34．7
46．4±26．1
9．8±12．8
5．6±7．1
91．3±38．2
88．8±35．呂
60．O±32．2
10．5±16．6
3．9±4．6
79．7±59．8
75．O±48．9
50．1±31．4
93．5±91．1
7．3±10辱6
10．4±18．6
38・8±40．6
8．王±54．5
7．7±25．4
306．3±150，5　335．3±103．2　404．6±ユ69．1　142．4±ユ22　．’2　160．1±157．0
15．4±8‘1　　　28．2±12、2　　30．2±13．8　　38．3±15．5　　33．8±16．3
　8．4±15Ll　　　31．0±50，4　　　47．5±62．7　　　9ユ．2±138．9　118．3：ヒ240．3
主な栄養素等摂取量（1日当たり）・所要量に対する充足率・栄養比率
ヱネルギー（kcal）
ｽんぱく質（g）
猿ｿ（9）
恷ｿ（9）
1，412±291
S9．8±10．6
S7．9±11．7、
P9LO±44．3
2、224±457
W5．6±16．3
V0．4±17．4
Q95．8±66．0
2，37⑪±384
X2．5±14．8
W0．2±19．3
R11．1±61．8
2，068±496
V7、6±22．9
U4．6±17．7
Q 5．6±67．4
2，019±478
V1．9±18．6
U6．9±2L5
Q76．6±66．2
エネルギー充足率（％）　男子
@　　　　　〃　　　　　　　女子
ｽんぱく質充足率（％）　男子
@　　　　　〃　　　　　　　女子
猿ｿ充足率（％）　男子
@　　　　　　〃．　　　　　　女子
100．4±16、2
P00．5±16．5
P10．6±20．8
P03．8±2LO
撃撃Q．1±27．1
P14．0±22．3
110．O±23．3
P04．4±13．5
P24．4±25．6
P15．5±2L9
P30、7±30，6
P26．8±22．5
105．2±11．1
X6．1±17．5
P32．2±15．8
P16．4±28，3
P26．2±24．1
P18．9±33．6
108．5±9．8
X4．4±20．7
P33．3±10．4
P12．4±34．2
P23．6±15．6
?O6．1±26．6
99．8±18．7
X6．7±20．0
P20．7±37、1
P14．8±27．⑪
P34．4±35，S
P30．3±51．4
たんばく質エネルギー比（％）
塩bエネルギー比（％）
恷ｿエネルギー比（％）
苧ﾞエネルギー比（％）
ｮ物性たんぽく質比（％）
ｮ物性脂質比（％）
@　PIS比
@　n・6／n・3比
@　EIPUFA
@　因a／K比
H物繊綿1（9／1，000kca1）
Rレステロール　（mg！1，000　kca】）
H塩　（9／1，0001｛oal）
14．2±1．6
R0．5±畦．5
T4．1±5．3
R2．7±8．1
T7．5±7．6
S6．1±10．3
O、70±O．20
S．12±1．25
O．60±O．15
P．63±O．40
V．1±L6
P91±64
T．1±1．1
ユ5、5±1、5
Q9．9±3．1
T3．1±3．5
R6．7±5．8
T3，8±6．4
S9．1±8．3
O．S1±0．17
S．40±1．22
O。59±0．08
k44±0．28
W．4±1、4
P82±5S
T．1±1．O
15．7±工．9
R0．4±5．5
T2．5±6ユ
R5．3±8．1
T7．5±8．7
T2．5±9．1
O．72±0．16
S．09±1。14
O．62±0．10
P．55±0，30
V．6±1．8
Q15±66
T．4±1．O
14．9±2．2
Q82±3．7
T5．3±4．4
S2、6±8，3
S5．O±14．9
S0．7±13．0
P．04±0．42
S．25±0．96
O．58±O．14
Q．12±O．49
V．7±1．7
?X工±72
U．5±1．7
14、4±2．2
Q9．4±5、5
T4．8±5、6
S5．8±＆2
S8．9±11．4
S0．4±12．3
P．08±O．40
S．51±O．90
O．57±O．15
Q．00士O，48
U．7±L8
P74±67
T．6±1．2
Ii’・ P備諜難雛一ネルギー比（17歳韓25－3・％、・8歳以上は20－25％）の中央値蹴
　　　して算出した。
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表4　調査対象のCa／Mg比の分布状況
　　　　　　幼　児　　小学生　　中学生　　高校生　　大学生
Ca／Mg比　　（n＝41）　（n＝＝50）　（nニ31）　（n＝34）　（11＝53）
6．1以上
5．1～6．0
4ユ～5．0
3．1－－4．0
2，1－－3．0
　2．0
1．5～1．9
1．4以下
2．4
9．8
36．6
19．5
26．8
2．4
2．4
　0
???????】?????????? ??　0
　0
9．7
45．2
45．2
　0
　0
　0
　O
　o
2．9
17．6
47．1
5．9
14．7
11．8
1．9
3．8
7．5
18．9
39．6
3、8
9．4
15．1
注．単位：％r
幼児、小・中学生、高校生および大学生にうい
て、横断的な連続3日間の食物摂取量秤量調査
より食品成分fi　16｝を適用して得られた成績に関
して、Ca摂取量はヨ高校・大学生を除き充足さ
れ、同じくMg摂取量の充足率は幼児の92。4％
から大学生の62．7％へ漸次侭下し、両摂取量と．
もに幼児から中学生まで漸増、中学生が最大値
を示し、以後高校生から大学生まで漸減傾向を
示した。Ca／Mg比（男女平均値）は幼児3．77±
1．12、小学生3．10±O．56、中学all　3．19SO．69、
高校生2．44±0．77おまび大学生2．67±1．19で
あり、循環器疾患予防上望ましいとされるCa／
Mg；2．06）をいずれも上回る成績であったが・
年齢増加に伴い低値となる傾向が窺われた。
　Ca／Mg比を木村ら12｝の成績に比べると、幼
児、小学生および大学生の成績がほぼ近似し、
中学生ではやや高値滴校生ではややx値で
あった。また、本調査対象ζ年齢を　致させて
試算した諸外国のCa・Mg所要量のCa／Mg
比17〕に対比するといずれもプメリカのそれより
は低値、イタリアのそれよりは高値であった。
発育期ではCa需要が高いごとから、CaL7Mg比
が若年者ほど高く、年齢増加とともに低くなる
ことに関しては、既に木村ら12｝の報告があり、著
者らも先に幼児から、小・中学・高校生および
大学生までの保育所学校療給食のCa／Mg比
の調査：B｝において同様の漸減値を得ている。
　Ca／Mg比を個人栄養の視点からみると・個
人差の最も大きいのは大学生（変動係数
44．6％）であり、高校生（同31．6％）と幼児（同
29．7％）がこれに次ぎ、個人差の小さいのは小・
中学生（同18．1％、21．6％）であった。この実
態は、Ca／Mg比の範囲の分布状況（表4）から
も窺うことができる。小学生に闘しては主とし
てユ日1食を共通の牽校給食を食していること
に、中学生に関しては思春期の栄養要求量の最
も大きな、換言すると食欲の最も旺盛な時期で
あることに、それぞれ負うているものと推察さ
れる。
　Ca摂取に関する植物性対動物性食品の害y合
は、およそ幼児、小・中学生では3～4：6　一一7、
高校・大学生では3：2、Mg摂取に関するそれ
は幼児、小・中学生では7：3、高校・犬学生
では812であり、諸家の成績4）6）’）12）1‘）15｝と類似
していた。Ca給源としての寄与率は全調査対象
において乳類が最も高く、野菜類、豆類がこれ
に次いだ。乳類摂取量とCa／Mg比とは全調査
対象において有意な正相関が得られ、乳類摂取
量が多いほどCa／Mg比が高くなることが示唆
きれた。一方、Mg給源としての寄与率は全調査
対象において穀類が最も高く、そのうち米類の
寄与率が16．6　一一　33．9％を占めていた。また、米
類摂取量とCa／Mg比とは幼児、小学・大学生に
おいて有意な負相関が得られ、米類摂取量が多
くなるほどCa／Mg比が低値になることが推察
された。但し、米類は炊飯によるMg量の損失
が大きく1S）、米類を米飯として試算した場合の
Mg給源としての寄与率は5．9～10・8％に減
じ、決して高い方ではなくなり、野菜類・豆類
および調査対象によっては調味料の寄与率より
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表6　調査対象のCa／Mg比と食品群別摂取量との相関性
幼　児
in謡41）
小学生
in＝50）
中学生
in＝31）
高校生
inゴ34）
大学生
in＝53）
Ca／Mg比と米類摂取量との相関一〇．620宰辱 一〇．296零 一〇246 一〇．357＋
一〇．362三亀
Ca／Mg比と乳類摂取量との相関 0．573軸 0．396畔「 0．666牌 0．659寧ホ 0．697零艸
注．　＋p＜O．1、　ipく0．05、　＊串p＜O．01、　＊＃pく0』01．
も低値となる。米類は炊飯して食するために
Mg給源としての寄与率には相対的な見方を要
するものと思われる。穀類に次ぐMg給源の第
2・3位は幼児、小・中学生では乳・野菜類、
高校生・大学生女子では野菜・豆類、大学生男
子では野菜・肉類であった。また、Mg給源の4
～5位に高校・大学生では調味料が位置してお
り、伊藤ら20）による低Na、高K、高Mgのミネ
ラル調整塩調味料の効用に関する報告からも、
Ca／Mg比の適正を期すkで調味料由来のMg
供給量も看過できないものと思われた。
　幼児期から青年期までの本調査対象において
も、成長期の健康づくりのためのみならず、さ
らに成人後の循環器疾患を初めとする生活習慣
病予防の観点からも、Ca摂取量に見合うように
Mg摂取量の増加を促して、食事のCa／Mg比
を適正に維持することが必要であると思われ
る。そのためにはMg含有量が比較的多くNか
つCa／Mg比が適正域にある豆・野菜・魚介・種
実類および藻類を、米飯と共に食する方向への
食嗜好を、小児期から育むことは極めて有用で
ある。現代の子ども達になじみにくいこれらの
食品をおいしく供するよう調理上の工夫をし、
さらに精製加工B）9）や調理によるMg量の損
失19〕、調味料由来のMg供給量を配慮した調味
料の選択20）等にも心配りをして、米飯を主食と
するバラソス食の意義を玩味したいものと思
う。
要
?
　幼児期から青年期までのCa・Mg摂取状況と
Ca／Mg比の動向を把握するために、幼児・小・
中学・高校生および大学生のそれぞれ41・50・
31、34、53名計209名を対象として、1990　一一　’92
年の連続3日間の食物摂取量秤量調査を行い・
次の結果を得た。
　（1）Ca摂取量の所要量に対する充足率は、幼
　　児、小・中学生では105　一一　110％、高校生・
　　大学生では82・84％であった。Mg摂取量
　　（男女平均）はそれぞiz　138±35、　251±51、
　　264±44、212±59、191±51mg／日であっ
　　た。Ca／Mg比は幼児の3．77±1．12から大
　　学生の2．67±1．19まで年齢とともに漸減
　　値が得られた。
　②　Ca摂取に関する植物性対動物性食品の
　　割合はおよそ、幼児、小・中学生では3
　　－4：6～7、高校生・大学生では3：2
　　であり、Mg摂取に関するそれは幼児、小・
　　中学生では7：3、高校・大学生では8：
　　2であった。全調査対象において、Caは乳
　　類から、M9は穀類からの摂取割合がそれ
　　ぞれ最も多かった。
　③　Ca／Mg比と乳類摂取量とは全調査対象
　　に有意な正相関が得られた。Ca／Mg比と
　　米類摂取量とは負相関があり、幼児、小学
　　生および大学生において有意であった。
　終わりに臨み、本調査の実施にご尽力下さい
ました元新潟大学教育人間科学部高橋類子教
授、元県立新潟北高等学校中島和子教諭、元新
潟市立大形中学校本多満喜子教諭、同大形小学
校川崎　光栄養職員、元本学付属幼稚園高橋葉
子主任教諭に厚く御礼申し上げます。さらに、
本調査にご協力下さいましte　209名の調査対象
の方々ならびにそのご家族の方々、調査・集計
作業をご助力下さいました太田優子先生、新潟
県学校栄養士協議会有志の方々に深く感謝申し
上げます。
本研究の一部は、第43回日本栄養改善学会
（1996年、於東京都）において口頭発表した。
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